
(57)【要約】

【課題】　この発明はガス吸着材の評価装置に関し、ガ

ス吸着材に吸着されたガスの吸着量分布を取得すること

を目的とする。

【解決手段】　活性炭付フィルタ１２に供給される精製

空気の流量の計測、制御を行うマスフローコントローラ

２６を設ける。濾過部１２aの一部を覆う第１の開口部

３４を有する第１の吸着材ホルダー２８を設ける。第１

の開口部３４と同様の第２の開口部４０を有する第２の

吸着材ホルダー３８を、フィルタ１２を介してホルダー

２８と対向して配置する。これらの開口部３４、４０の

それぞれの縁部に互いに磁極を異ならせた一対の磁石３

６、４２を配置する。計測部位を変更させるアクチュエ

ータ４８を設ける。混合ガスの流量を計測するマスフロ

ーメータ５２と、THC濃度を検出する全炭化水素分析計

５６とを設ける。THC吸着量をデータ処理回路６２によ

り算出する。THC吸着量分布および総吸着量をデータ表

示パネル６４により表示する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 計 測 対 象 ガ ス を 脱 離 さ せ る キ ャ リ ア ガ ス を ガ ス 吸 着 材 に 供 給 す る キ ャ リ ア ガ ス 供 給 手 段
と 、
　 前 記 ガ ス 吸 着 材 に お け る 濾 過 面 積 の 一 部 を 覆 う 第 １ の 開 口 部 を 有 し 、 前 記 キ ャ リ ア ガ ス
供 給 手 段 の 下 流 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 キ ャ リ ア ガ ス が 内 部 に 導 入 さ れ る 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ
ー と 、
　 前 記 第 １ の 開 口 部 と ほ ぼ 同 一 寸 法 で 形 成 さ れ た 第 ２ の 開 口 部 を 有 し 、 当 該 第 ２ の 開 口 部
が 前 記 ガ ス 吸 着 材 を 介 し て 前 記 第 １ の 開 口 部 と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る 第 ２ の 吸 着 材 ホ
ル ダ ー と 、
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と を 前 記 ガ ス 吸 着 材 に 押 し 付 け
た 状 態 に 保 持 す る ホ ル ダ ー 保 持 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー お よ び 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー を 変 位 さ せ る こ と に よ り 、
前 記 ガ ス 吸 着 材 の 計 測 部 位 を 変 更 さ せ る 計 測 部 位 変 更 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 下 流 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 計 測 部 位 か ら 脱 離 し た 計 測 対 象 ガ
ス の 質 量 を 取 得 す る ガ ス 質 量 取 得 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 質 量 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 計 測 部 位 毎 の 前 記 質 量 の 分 布 を 表 示 す る 質
量 分 布 表 示 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ホ ル ダ ー 保 持 手 段 は 、 前 記 第 １ の 開 口 部 お よ び 前 記 第 ２ の 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 縁 部
に 互 い に 磁 極 を 異 な ら せ て 配 置 さ れ た 一 対 の 磁 石 で あ り 、
　 前 記 計 測 部 位 変 更 手 段 は 、 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 何
れ か 一 方 の み を 変 位 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ ス 吸
着 材 の 評 価 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー に 供 給 さ れ る 前 記 キ ャ リ ア ガ ス の 流 量 を 計 測 す る キ ャ リ ア ガ
ス 流 量 計 測 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー に 供 給 さ れ る 前 記 キ ャ リ ア ガ ス の 流 量 制 御 を 行 う 流 量 制 御 手
段 と 、
　 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 下 流 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー か ら 流 出 す
る 前 記 キ ャ リ ア ガ ス と 前 記 ガ ス 吸 着 材 か ら 脱 離 し た 計 測 対 象 ガ ス と の 混 合 ガ ス 中 の 前 記 計
測 対 象 ガ ス 濃 度 を 検 出 す る ガ ス 濃 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 前 記 混 合 ガ ス を 供 給 す る 混 合 ガ ス 供 給 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 供 給 さ れ る 前 記 混 合 ガ ス の 流 量 を 計 測 す る 混 合 ガ ス 流 量 計 測 手
段 と を 備 え 、
　 前 記 流 量 制 御 手 段 は 、 前 記 キ ャ リ ア ガ ス の 供 給 流 量 を 、 前 記 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 供 給 さ
れ る 前 記 混 合 ガ ス の 流 量 に 所 定 の 過 剰 流 量 を 加 え た 流 量 と な る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 に 係 り 、 特 に 、 活 性 炭 付 フ ィ ル タ 等 の ガ ス 吸 着 材 に
吸 着 さ れ た ガ ス の 吸 着 分 布 を 評 価 す る う え で 好 適 な 評 価 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 、 特 開 平 ６ － ９ ３ ９ ３ ２ 号 公 報 に は 、 内 燃 機 関 が 備 え る キ ャ ニ ス タ （ 活 性
炭 付 フ ィ ル タ ） に 吸 着 さ れ た 蒸 発 燃 料 の 吸 着 量 に 基 づ い て 、 吸 気 通 路 へ の 蒸 発 燃 料 の 供 給
量 を 制 御 す る 内 燃 機 関 の 蒸 発 燃 料 制 御 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 装 置 で は 、 キ ャ ニ ス タ
に 吸 着 さ れ た 吸 着 量 を 、 キ ャ ニ ス タ の 周 辺 部 と 内 部 と の 温 度 の 差 よ り 算 出 す る こ と と し て
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い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ９ ３ ９ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ３ １ ２ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ２ ４ ８ ３ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ６ １ ６ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 内 燃 機 関 に お い て 、 機 関 停 止 中 に 吸 気 口 か ら 蒸 発 燃 料 が 大 気 中 に 漏 れ 出 す の
を 防 止 す べ く 、 例 え ば 、 吸 気 通 路 の エ ア ク リ ー ナ 内 に 蒸 発 燃 料 を 吸 着 さ せ る ガ ス 吸 着 材 を
備 え る 構 成 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 を 有 す る 内 燃 機 関 が 搭 載 さ れ る 車 両 に お い て
、 内 燃 機 関 の 吸 気 口 の 形 状 や ガ ス 吸 着 材 の 搭 載 位 置 等 は 、 一 般 に 、 車 種 毎 に 異 な る も の と
さ れ て い る 。 従 っ て 、 ガ ス 吸 着 材 に 吸 着 さ れ る 蒸 発 燃 料 （ THC） の 吸 着 量 分 布 は 、 車 種 毎
に 異 な る も の と な る 。 こ の よ う な 場 合 に 、 ガ ス 吸 着 材 に 吸 着 さ れ た 蒸 発 燃 料 の 吸 着 量 分 布
を 把 握 で き る と 、 ガ ス 吸 着 材 の 吸 着 効 率 を 向 上 さ せ る う え で 便 宜 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ガ ス 吸 着 材 に 吸 着 さ
れ た ガ ス の 吸 着 量 分 布 を 取 得 す る こ と の で き る ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 計 測 対 象 ガ ス を 脱 離 さ せ る キ ャ リ ア ガ ス を
ガ ス 吸 着 材 に 供 給 す る キ ャ リ ア ガ ス 供 給 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 吸 着 材 に お け る 濾 過 面 積 の 一 部 を 覆 う 第 １ の 開 口 部 を 有 し 、 前 記 キ ャ リ ア ガ ス
供 給 手 段 の 下 流 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 キ ャ リ ア ガ ス が 内 部 に 導 入 さ れ る 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ
ー と 、
　 前 記 第 １ の 開 口 部 と ほ ぼ 同 一 寸 法 で 形 成 さ れ た 第 ２ の 開 口 部 を 有 し 、 当 該 第 ２ の 開 口 部
が 前 記 ガ ス 吸 着 材 を 介 し て 前 記 第 １ の 開 口 部 と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る 第 ２ の 吸 着 材 ホ
ル ダ ー と 、
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と を 前 記 ガ ス 吸 着 材 に 押 し 付 け
た 状 態 に 保 持 す る ホ ル ダ ー 保 持 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー お よ び 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー を 変 位 さ せ る こ と に よ り 、
前 記 ガ ス 吸 着 材 の 計 測 部 位 を 変 更 さ せ る 計 測 部 位 変 更 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 下 流 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 計 測 部 位 か ら 脱 離 し た 計 測 対 象 ガ
ス の 質 量 を 取 得 す る ガ ス 質 量 取 得 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 質 量 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 計 測 部 位 毎 の 前 記 質 量 の 分 布 を 表 示 す る 質
量 分 布 表 示 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 ホ ル ダ ー 保 持 手 段 は 、 前 記 第 １ の 開 口
部 お よ び 前 記 第 ２ の 開 口 部 の そ れ ぞ れ の 縁 部 に 互 い に 磁 極 を 異 な ら せ て 配 置 さ れ た 一 対 の
磁 石 で あ り 、
　 前 記 計 測 部 位 変 更 手 段 は 、 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 何
れ か 一 方 の み を 変 位 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー に 供
給 さ れ る 前 記 キ ャ リ ア ガ ス の 流 量 を 計 測 す る キ ャ リ ア ガ ス 流 量 計 測 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー に 供 給 さ れ る 前 記 キ ャ リ ア ガ ス の 流 量 制 御 を 行 う 流 量 制 御 手
段 と 、
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　 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 下 流 側 に 設 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー か ら 流 出 す
る 前 記 キ ャ リ ア ガ ス と 前 記 ガ ス 吸 着 材 か ら 脱 離 し た 計 測 対 象 ガ ス と の 混 合 ガ ス 中 の 前 記 計
測 対 象 ガ ス 濃 度 を 検 出 す る ガ ス 濃 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 前 記 混 合 ガ ス を 供 給 す る 混 合 ガ ス 供 給 手 段 と 、
　 前 記 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 供 給 さ れ る 前 記 混 合 ガ ス の 流 量 を 計 測 す る 混 合 ガ ス 流 量 計 測 手
段 と を 備 え 、
　 前 記 流 量 制 御 手 段 は 、 前 記 キ ャ リ ア ガ ス の 供 給 流 量 を 、 前 記 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 供 給 さ
れ る 前 記 混 合 ガ ス の 流 量 に 所 定 の 過 剰 流 量 を 加 え た 流 量 と な る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 キ ャ リ ア ガ ス が 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー お よ び 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ
ー に よ り 保 持 さ れ る ガ ス 吸 着 材 に 供 給 さ れ る こ と で 、 ガ ス 吸 着 材 に 吸 着 さ れ た 計 測 対 象 ガ
ス が 脱 離 さ れ る 。 ま た 、 ガ ス 吸 着 材 の 計 測 部 位 は 、 計 測 部 位 変 更 手 段 に よ っ て 第 １ の 吸 着
材 ホ ル ダ ー お よ び 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー を 変 位 さ せ る こ と に よ り 変 更 さ れ る 。 こ の た め 、
本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 計 測 部 位 の そ れ ぞ れ か ら 脱 離 し た 計 測 対 象 ガ ス の 質 量 を 、 計 測 部
位 毎 に 取 得 す る こ と に よ り 、 ガ ス 吸 着 材 に 吸 着 さ れ た 計 測 対 象 ガ ス の 吸 着 量 分 布 を 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と が 一 対 の 磁 石 の
磁 力 に よ り 、 ガ ス 吸 着 材 を 介 し て 保 持 さ れ る 。 ま た 、 計 測 部 位 変 更 手 段 に よ り 第 １ の 吸 着
材 ホ ル ダ ー お よ び 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー の 何 れ か 一 方 を 変 位 さ せ る と 、 他 方 の 吸 着 材 ホ ル
ダ ー が 磁 力 に よ り 追 従 し て 変 位 す る 。 こ の た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 こ れ ら の ホ ル ダ ー の 位
置 合 わ せ を 容 易 に 実 行 す る こ と が で き 、 更 に 、 こ れ ら の ホ ル ダ ー の 一 方 の み を 変 位 さ せ る
だ け で 、 計 測 部 位 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 便 か つ
安 価 な 構 成 で ガ ス 吸 着 材 の 吸 着 量 分 布 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 に 供 給 さ れ る 混 合 ガ ス 流 量 よ り 大 き な 流 量 の キ
ャ リ ア ガ ス を 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー に 供 給 す る こ と に よ り 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー お よ び
第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー と ガ ス 吸 着 材 と の 間 か ら 大 気 を 吸 込 む の を 防 止 す る こ と が で き る 。
こ の た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 計 測 時 に 、 大 気 に 含 ま れ る 計 測 対 象 ガ ス の 影 響 分 を 補 正 す る
と い っ た 対 策 を 講 じ る 必 要 な く 、 高 い 精 度 で 計 測 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 １ ０ の 構 成 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。 図 １ に 示 す ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 １ ０ は 、 ガ ス 吸 着 材 、 よ り 具 体 的 に は 、 活 性 炭
付 フ ィ ル タ １ ２ に 吸 着 さ れ た 計 測 対 象 ガ ス 、 よ り 具 体 的 に は 、 蒸 発 燃 料 （ THC） の 吸 着 量
分 布 を 取 得 す る た め の 装 置 と し て 構 成 さ れ た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 に お け る 活 性 炭 付 フ
ィ ル タ １ ２ は 、 機 関 停 止 中 に 吸 気 通 路 内 に 生 ず る 蒸 発 燃 料 を 吸 着 さ せ る べ く 、 内 燃 機 関 の
吸 気 通 路 の エ ア ク リ ー ナ 内 に 配 置 さ れ る も の と す る 。 尚 、 図 １ に お け る フ ィ ル タ １ ２ は 、
図 １ 中 に 示 す Ｘ 方 向 で 切 断 さ れ た 断 面 で 示 さ れ て い る 。 ま た 、 図 １ に お い て 、 フ ィ ル タ １
２ の 断 面 の 垂 線 方 向 を Ｙ 方 向 と 称 す る 。 フ ィ ル タ １ ２ は 、 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 に 対 し て そ
れ ぞ れ 所 定 寸 法 を 有 す る 濾 過 部 １ ２ aを 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 １ ０ は 、 フ ィ ル タ １ ２ に 吸 着 さ
れ た THC吸 着 量 を 取 得 す る た め の サ ン プ リ ン グ 流 量 と THC濃 度 を 計 測 す る 計 測 部 １ ４ と 、 計
測 部 １ ４ の 各 構 成 要 素 を 制 御 す る 制 御 部 １ ６ と 、 計 測 部 １ ４ に よ っ て 計 測 さ れ た 各 種 の デ
ー タ を 処 理 す る デ ー タ 処 理 部 １ ８ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 先 ず 、 計 測 部 １ ４ の 具 体 的 な 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 計 測 部 １ ４ は 、 フ ィ ル タ １ ２ を 固
定 す る た め の フ ィ ル タ 支 持 台 ２ ０ を 備 え て い る 。 ま た 、 評 価 装 置 １ ０ は 、 フ ィ ル タ １ ２ に
THCを 脱 離 さ せ る キ ャ リ ア ガ ス と し て の ゼ ロ ガ ス を 供 給 す る キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ を 備
え て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 で は 、 そ の よ う な ゼ ロ ガ ス と し て 精 製 空 気 を 用 い
る こ と と し て お り 、 キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ の 上 流 側 端 部 に は 、 高 圧 の 精 製 空 気 が 充 填 さ
れ た 精 製 空 気 ボ ン ベ （ 図 示 省 略 ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。 尚 、 こ こ で 用 い る ゼ ロ ガ ス は 、
精 製 空 気 に 限 ら ず 、 窒 素 等 の 不 活 性 ガ ス を ベ ー ス と す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 精 製 空 気 ボ ン ベ の 下 流 側 の キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ に は 、 流 路 を 開 閉 す る 電 磁 弁 ２ ４ が
設 置 さ れ て い る 。 キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ に は 、 電 磁 弁 ２ ４ の 更 に 下 流 側 に マ ス フ ロ ー コ
ン ト ロ ー ラ ２ ６ が 設 置 さ れ て い る 。 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ は 、 キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管
２ ２ 内 を 流 れ る 精 製 空 気 の 流 量 の 計 測 お よ び 制 御 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ の 下 流 側 端 部 に は 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ が 接 続 さ れ て い
る 。 よ り 具 体 的 に は 、 キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ に お け る マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ と 第
１ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ と の 間 の 部 位 は 、 可 撓 性 を 有 す る シ リ コ ン チ ュ ー ブ ３ ０ に よ り 構
成 さ れ て い る 。 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ は 、 ほ ぼ 角 柱 状 の 外 形 を 有 し て お り 、 そ の 内 部
に は 精 製 空 気 の 通 路 が 確 保 さ れ て い る 。 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ は 、 そ の 内 部 に 、 シ リ
コ ン チ ュ ー ブ ３ ０ か ら 導 入 さ れ る 精 製 空 気 を 整 流 し 、 か つ 、 加 熱 す る た め の ヒ ー タ 付 整 流
板 ３ ２ を 備 え て い る 。 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ の 他 端 は 、 開 放 端 と さ れ て お り 、 こ こ で
は 、 そ の 他 端 を 第 １ の 開 口 部 ３ ４ と 称 す る 。 第 １ の 開 口 部 ３ ４ の 開 口 面 積 は 、 フ ィ ル タ １
２ の 吸 着 量 分 布 を 得 る べ く 適 当 な 数 に 分 割 さ れ た 濾 過 部 １ ２ aの 分 割 単 位 面 積 と 等 し く な
る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の 開 口 部 ３ ４ の 縁 部 に は 、 第 １ の 磁 石 ３ ６ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 １ ０ は 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ を 備 え て い る 。
第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ は 、 第 １ の 開 口 部 ３ ４ と 同 一 寸 法 で 形 成 さ れ た 第 ２ の 開 口 部 ４
０ を 有 し て い る 。 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ は 、 第 ２ の 開 口 部 ４ ０ が フ ィ ル タ １ ２ を 介 し
て 第 １ の 開 口 部 ３ ４ と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ の 開 口 部 ４ ０ の 縁 部 に は 、 第
１ の 開 口 部 ３ ４ と 同 様 に 、 第 ２ の 磁 石 ４ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 以 下 、 図 ２ を 参 照 し て
、 本 実 施 形 態 で 用 い ら れ る 第 １ の 磁 石 ３ ６ お よ び 第 ２ の 磁 石 ４ ２ の 詳 細 な 構 成 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 第 １ の 磁 石 ３ ６ お よ び 第 ２ の 磁 石 ４ ２ の 磁 極 配 置 の 一 例 を 示 す 図 で
あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ２ （ Ａ ） は 、 第 １ の 磁 石 ３ ６ を フ ィ ル タ １ ２ 側 か ら 見 た 図 で あ
り 、 図 ２ （ Ｂ ） は 、 第 ２ の 磁 石 ４ ２ を フ ィ ル タ １ ２ 側 か ら 見 た 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う
に 、 第 １ の 磁 石 ３ ６ と 第 ２ の 磁 石 ４ ２ は 、 磁 極 が 交 互 に 入 れ 替 わ る よ う に 配 置 さ れ た 単 位
磁 石 ４ ４ を 組 み 合 わ せ た も の と し て そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て お り 、 第 １ の 磁 石 ３ ６ と 第 ２ の 磁
石 ４ ２ と が 合 わ さ っ た 状 態 で 対 向 す る 磁 極 が 異 な る よ う な 磁 極 配 置 を 有 し て い る 。 こ の よ
う な 構 成 を 有 す る 磁 石 ３ ６ 、 ４ ２ を 備 え た こ と に よ り 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ と 第 ２
の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ と は 、 フ ィ ル タ １ ２ を 介 し て 磁 力 に よ り 互 い に 引 き 付 け ら れ る こ と
と な る 。 尚 、 ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ の 断 面 形 状 、 お よ び 磁 石 ３ ６ 、 ４ ２ の 形 状 は 、 四 角 形 に
限 ら ず 、 例 え ば 、 円 形 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ は 、 ホ ル ダ ー 支 持 具 ４ ６ に 固 定 さ れ て い
る 。 ホ ル ダ ー 支 持 具 ４ ６ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ８ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ア ク チ ュ エ ー タ
４ ８ は 、 ホ ル ダ ー 支 持 具 ４ ６ に 固 定 さ れ た 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ を 、 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ
方 向 の そ れ ぞ れ の 方 向 に 対 し て 変 位 さ せ る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 吸
着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ の 下 流 側 端 部 に は 、 フ ィ ル タ １ ２ か ら 脱 離 し た THCと 精 製 空 気 と の 混 合
ガ ス が 流 通 す る 混 合 ガ ス 管 路 ５ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 混 合 ガ ス 管 路 ５ ０ に は 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ の 下 流 側 に 、 混 合 ガ ス の 流 量 を 計 測
す る マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 混 合 ガ ス 管 路 ５ ０ に お け
る 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ と マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ と の 間 の 部 位 は 、 可 撓 性 を 有 す る フ
レ キ シ ブ ル ホ ー ス ５ ４ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 混 合 ガ ス 管 路 ５ ０ に は 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ
５ ２ の 更 に 下 流 側 に 、 混 合 ガ ス 中 の THC濃 度 を 検 出 す る 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ が 設 置 さ れ
て い る 。 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ は 、 そ の 内 部 に 吸 引 ポ ン プ を 備 え て い る 。 全 炭 化 水 素 分 析
計 ５ ６ に 取 り 込 ま れ る 混 合 ガ ス の 流 量 は 、 所 定 の 設 定 流 量 Q b と な る よ う に 全 炭 化 水 素 分 析
計 ５ ６ に よ り 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 制 御 部 １ ６ は 、 所 定 の 計 測 条 件 の 設 定 を 受 け 付 け る 操 作 盤 ５ ８ と 、 計 測 部 １ ４ の 各 構 成
要 素 を 制 御 す る 制 御 回 路 ６ ０ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 制 御 回 路 ６ ０ に
は 、 上 述 し た 電 磁 弁 ２ ４ 、 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ８ 、 マ ス フ ロ
ー メ ー タ ５ ２ 、 お よ び 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ と が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ ８ は 、 計 測 部 １ ４ に よ っ て 計 測 さ れ た 各 種 の デ ー タ を 処 理 す る デ ー タ 処
理 回 路 ６ ２ と 、 デ ー タ 処 理 回 路 ６ ２ に よ り 算 出 さ れ た THC吸 着 量 の 分 布 お よ び 総 吸 着 量 を
表 示 す る デ ー タ 表 示 パ ネ ル ６ ４ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 デ ー タ 処 理 回 路 ６ ２ は 、 マ ス フ
ロ ー メ ー タ ５ ２ に よ り 計 測 さ れ た 混 合 ガ ス の 流 量 （ 体 積 流 量 ） と 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６
に よ り 検 出 さ れ た 混 合 ガ ス 中 の THC濃 度 と 、 予 め 記 憶 し て い る THCの 密 度 に 基 づ く 時 間 積 算
値 に よ り 、 ア ク チ ュ エ ー タ ４ ８ に よ っ て 予 め 位 置 決 め さ れ た 計 測 部 位 に お け る THC吸 着 量
を 算 出 す る 。 デ ー タ 表 示 パ ネ ル ６ ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各 計 測 部 位 の 吸 着 量 を 、 そ の
数 値 と と も に 濃 度 に 応 じ て 背 景 色 の 濃 淡 を 変 更 し て 表 示 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 互 い に 対 向 す る 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ と 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ と が 、
磁 力 に よ り フ ィ ル タ １ ２ を 挟 み 込 ん で い る 状 態 を 示 し て い る 。 こ の よ う な 状 態 か ら ア ク チ
ュ エ ー タ ４ ８ に よ り 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ を 変 位 さ せ る と 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２
８ は 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ に 追 従 し て 移 動 す る 。 そ し て 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２
８ は 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ が 新 た に 位 置 決 め さ れ た 位 置 に お い て 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ
ル ダ ー ３ ８ と と も に フ ィ ル タ １ ２ を 押 し 付 け る よ う に し て 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム に お い て 、 制 御 回 路 ６ ０ の 指 令 に 基 づ き
、 電 磁 弁 ２ ４ が 開 弁 さ れ る と 、 精 製 空 気 が キ ャ リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ 内 に 導 入 さ れ る 。 キ ャ
リ ア ガ ス 供 給 管 ２ ２ 内 に 導 入 さ れ た 精 製 空 気 の 流 量 は 、 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ に よ
り 所 定 の 流 量 Q a と な る よ う に 制 御 さ れ る 。 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ に 導 入 さ れ た 精 製 空
気 は 、 ヒ ー タ 付 整 流 板 ３ ２ に よ り 加 熱 さ れ た 状 態 で フ ィ ル タ １ ２ に 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果
、 フ ィ ル タ １ ２ に 吸 着 さ れ た HCの 脱 離 が 促 進 さ れ る 。 脱 離 し た THCは 精 製 空 気 と の 混 合 ガ
ス と な り 、 そ の 混 合 ガ ス は マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ お よ び 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ に 順 に 導 入
さ れ た 後 に 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム で は 、 THC吸 着 量 の 計 測 精 度 を 良 好 に 保 つ べ く 、 第 １ の 吸
着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ に 供 給 さ れ る 精 製 空 気 の 流 量 Q a が 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ に 供 給 さ れ る
混 合 ガ ス の 設 定 流 量 Q b に 所 定 の 過 剰 流 量 kを 加 え た 流 量 と な る よ う に 、 マ ス フ ロ ー コ ン ト
ロ ー ラ ２ ６ を 制 御 し て い る 。 こ の 過 剰 流 量 kの 設 定 手 法 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 THCが 吸
着 さ れ る 前 の 状 態 の フ ィ ル タ １ ２ を フ ィ ル タ 支 持 台 ２ ０ に セ ッ ト し 、 そ の 状 態 で 精 製 空 気
の 供 給 量 を 徐 々 に 増 加 さ せ て い く 。 そ し て 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ で 測 定 さ れ る THC濃 度
が ゼ ロ を 示 し た 時 の 精 製 空 気 の 供 給 流 量 が 流 量 Q a と な る よ う に 過 剰 流 量 kを 決 定 す る 。 こ
の よ う な 過 剰 流 量 kの 設 定 に よ れ ば 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ が 吸 引 す る 流 量 Q b よ り 大 き な
流 量 Q a を 第 １ の ホ ル ダ ー ２ ８ 側 に 与 え る こ と で 、 ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ と フ ィ ル タ １ ２ と の
間 か ら 大 気 を 吸 込 む の を 防 ぐ こ と が で き る 。 こ の た め 、 フ ィ ル タ １ ２ か ら 脱 離 し た THCの
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吸 着 量 を 高 い 精 度 で 計 測 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 １ ０ に よ り 実 現 さ れ る 活 性
炭 付 フ ィ ル タ １ ２ の 吸 着 量 分 布 の 計 測 の 具 体 的 な 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 制 御 回 路 ６ ０ が 上 記 の 機 能 を 実 現 す る た め に 実 行 す る ル ー チ ン の フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 尚 、 図 ３ に 示 す 一 連 の 処 理 が 実 行 さ れ る 前 に 、 事 前 準 備 と し て 、 ヒ
ー タ 付 整 流 板 ３ ２ の 電 源 が ONさ れ 、 ま た 、 フ ィ ル タ １ ２ が フ ィ ル タ 支 持 台 ２ ０ に セ ッ ト さ
れ る 。 そ し て 、 計 測 を 行 う う え で 必 要 な 所 定 の 計 測 条 件 が 操 作 盤 ５ ８ に よ り 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 フ ィ ル タ １ ２ に お け る 各 計 測 部 位 の Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 の 寸 法 、 す な わ ち
、 ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ の 開 口 部 ３ ４ 、 ４ ０ の Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 の 寸 法 が 入 力 さ れ る 。 次
い で 、 各 計 測 部 位 の 計 測 順 序 が 入 力 さ れ る 。 次 い で 、 計 測 部 位 の 切 換 え 条 件 が 入 力 さ れ る
。 こ の 際 、 操 作 盤 ５ ８ は 、 そ の 切 換 え を 濃 度 Cに 基 づ い て 行 う か 、 或 い は 、 計 測 時 間 Tに 基
づ い て 行 う か の 何 れ か の 選 択 を 受 け 付 け る 。 ま た 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ で 計 測 さ れ る 流
量 Q b 、 お よ び 過 剰 流 量 kが 入 力 さ れ る 。 次 い で 、 自 動 ま た は 固 定 の 何 れ か か ら 選 択 さ れ た
全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ の THC計 測 レ ン ジ が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の よ う な 計 測 条 件 が 設 定 さ れ た 後 に 、 計 測 開 始 が 実 行 さ れ る と 、 図 ３ に 示 す ル ー チ
ン の 一 連 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 先 ず 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ の ゼ ロ 点 と ス パ ン 点 の 校 正 が
実 行 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ０ ０ ） 。 次 い で 、 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ お よ び 第 ２ の 吸 着 材
ホ ル ダ ー ３ ８ が 位 置 決 め さ れ る （ ス テ ッ プ １ ０ ２ ） 。 具 体 的 に は 、 予 め 設 定 さ れ た 計 測 順
序 に 従 っ て 、 ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ の 位 置 が ア ク チ ュ エ ー タ ４ ８ に よ り 所 定 の 計 測 部 位 に 移
動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 電 磁 弁 ２ ４ が 開 弁 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ０ ４ ） 。 次 い で 、 今 回 の 計 測 部 位 に 対 す る
計 測 デ ー タ の 取 り 込 み と 演 算 が 開 始 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ０ ６ ） 。 具 体 的 に は 、 ア ク チ ュ エ
ー タ ４ ８ の 位 置 情 報 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ に よ る 流 量 Q b 、 お よ び 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６
に よ る THC濃 度 が デ ー タ 処 理 回 路 ６ ２ に 取 り 込 ま れ る 。 そ し て 、 流 量 Q b 、 THC濃 度 、 お よ び
THCの 密 度 に 基 づ く 時 間 積 算 値 に よ り 、 計 測 時 間 に 応 じ た THC吸 着 量 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ に よ り 計 測 さ れ る 精 製 空 気 の 瞬 時 流 量 値 Q a が 設 定 流
量 Q b と 過 剰 流 量 kの 和 と 等 し い か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ０ ８ ） 。 そ の 結 果 、 Q a ＝ Q

b ＋ kが 成 立 し な い と 判 定 さ れ る と 、 警 告 が 発 せ ら れ （ ス テ ッ プ １ １ ０ ） 、 今 回 の 計 測 が 速
や か に 終 了 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 上 記 ス テ ッ プ １ ０ ８ に お い て 、 Q a ＝ Q b ＋ kの 成 立 が 認 め ら れ る 場 合 に は 、 計 測 が
続 行 さ れ 、 次 い で 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ に よ り 計 測 さ れ る 混 合 ガ ス の 瞬 時 流 量 値 が 設 定
流 量 Q b と 等 し い か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ プ １ １ ２ ） 。 そ の 結 果 、 当 該 瞬 時 流 量 値 が 設
定 流 量 Q b と 等 し く な い と 判 定 さ れ る と 、 警 告 が 発 せ ら れ （ ス テ ッ プ １ １ ０ ） 、 今 回 の 計 測
が 速 や か に 終 了 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 上 記 ス テ ッ プ １ １ ２ に お い て 、 混 合 ガ ス の 瞬 時 流 量 値 が 設 定 流 量 Q b と 等 し い こ と
が 認 め ら れ る 場 合 に は 、 計 測 が 続 行 さ れ 、 次 い で 、 THC濃 度 の 計 測 値 が 切 換 え 条 件 濃 度 C以
下 で あ る か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ プ １ １ ４ ） 。 本 ル ー チ ン の 処 理 で は 、 計 測 部 位 の 切
換 え を 、 予 め 設 定 さ れ た 濃 度 Cに 基 づ い て 実 行 す る こ と と し て い る 。 す な わ ち 、 本 ル ー チ
ン の 処 理 で は 、 こ の よ う な 濃 度 Cを 計 測 下 限 値 と し て 、 THC濃 度 の 計 測 値 が 濃 度 C以 下 と な
っ た 時 点 で 今 回 の フ ィ ル タ １ ２ の 計 測 部 位 に 対 す る 計 測 を 終 了 さ せ る こ と と し て い る 。 尚
、 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム の よ う に 、 キ ャ リ ア ガ ス と し て ゼ ロ ガ ス を 用 い て い る 場 合 に は 、
全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ が 示 す THC濃 度 が ゼ ロ と な る ま で 計 測 を 行 う こ と と し て も よ い 。 こ
の よ う な 手 法 に よ れ ば 、 計 測 部 位 に 吸 着 さ れ た THCの 総 量 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 既
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述 し た よ う に 、 計 測 時 間 Tに 基 づ い て 計 測 部 位 を 切 換 え る こ と と し て も よ い 。 す な わ ち 、
ヒ ー タ 付 整 流 板 ３ ２ の 温 度 が 一 定 と さ れ 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ に よ り 計 測 さ れ る 混 合 ガ
ス 流 量 Q b が 一 定 と さ れ た 条 件 下 で 、 フ ィ ル タ １ ２ の 各 計 測 部 位 か ら 所 定 の 計 測 時 間 Tの 間
に 脱 離 す る THC量 を 計 測 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 ス テ ッ プ １ １ ４ に お い て 、 THC濃 度 の 計 測 値 ≦ 切 換 え 条 件 濃 度 Cの 成 立 が 判 定 さ れ る
と 、 電 磁 弁 ２ ４ が 閉 弁 さ れ （ ス テ ッ プ １ １ ６ ） 、 今 回 の フ ィ ル タ １ ２ の 計 測 部 位 に 対 す る
計 測 デ ー タ の 取 り 込 み と 演 算 が 停 止 さ れ る （ ス テ ッ プ １ １ ８ ） 。 次 に 、 今 回 の フ ィ ル タ 計
測 部 位 ♯ が 予 め 設 定 さ れ た 最 終 計 測 部 位 ♯ か 否 か が 判 定 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ） 。 そ の
結 果 、 今 回 の フ ィ ル タ 計 測 部 位 ♯ が 最 終 計 測 部 位 ♯ で な い と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 予 め 設
定 さ れ た 計 測 順 序 に 従 っ て 、 次 の 計 測 部 位 に 対 し て 上 述 し た ス テ ッ プ １ ０ ０ ～ １ ２ ０ の 処
理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 上 記 ス テ ッ プ １ ２ ０ に お い て 、 今 回 の フ ィ ル タ 計 測 部 位 ♯ が 最 終 計 測 部 位 ♯ で あ
る と 判 定 さ れ た 場 合 に は 、 各 計 測 部 位 か ら 脱 離 し た THCの 質 量 （ 吸 着 量 ） に 基 づ き 、 活 性
炭 付 フ ィ ル タ １ ２ に 吸 着 さ れ た THCの 吸 着 量 分 布 と 総 吸 着 量 が デ ー タ 表 示 パ ネ ル ６ ４ に 表
示 さ れ る （ ス テ ッ プ １ ２ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 説 明 し た 通 り 、 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム に よ れ ば 、 活 性 炭 付 フ ィ ル タ １ ２ に 吸 着 さ れ
た 蒸 発 燃 料 の 吸 着 量 分 布 を 取 得 す る こ と が で き る 。 吸 着 量 分 布 を 試 験 前 後 の フ ィ ル タ の 秤
量 値 の 差 に よ り 評 価 す る 手 法 で は 、 吸 着 量 分 布 を 得 る た め に フ ィ ル タ を 切 断 す る 必 要 が あ
る が 、 本 実 施 形 態 の 評 価 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 フ ィ ル タ １ ２ に 損 傷 を 与 え る こ と な く 、 吸 着
量 分 布 を 精 度 良 く 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 ２ つ の ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ に 磁 極 を 異 な ら せ て 配 置
さ せ た 磁 石 ３ ６ 、 ４ ２ を 備 え た こ と に よ り 、 ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ の 位 置 合 わ せ を 容 易 に 実
行 す る こ と が で き 、 更 に 、 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ３ ８ の み を ア ク チ ュ エ ー タ ４ ８ に よ り 変
位 さ せ る だ け で 、 計 測 部 位 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の シ ス テ
ム に よ れ ば 、 簡 便 か つ 安 価 な 構 成 で フ ィ ル タ １ ２ の 吸 着 量 分 布 を 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 評 価 装 置 １ ０ で は 、 ２ つ の ホ ル ダ ー ２ ８ 、 ３ ８ に よ り フ ィ ル タ １ ２
を 挟 み 込 む 構 成 と し 、 更 に 、 上 流 側 の 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー ２ ８ に 下 流 側 の 第 ２ の 吸 着 材
ホ ル ダ ー ３ ８ に 比 し て 過 剰 流 量 k分 だ け 大 き な 流 量 を 与 え た こ と に よ り 、 大 気 中 の THCを 装
置 内 に 取 り 込 ん で し ま う こ と が な い 。 こ の た め 、 計 測 時 に 、 大 気 中 の THC濃 度 分 を 補 正 す
る 必 要 が な く 、 ま た 、 ク リ ー ン チ ャ ン バ 内 で 計 測 を 行 わ な け れ ば な ら な い と い っ た 計 測 場
所 の 制 限 を 受 け な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 活 性 炭 付 フ ィ ル タ １ ２ の よ う に 、 内 燃 機 関 の エ ア ク リ ー ナ 内 に 配 置
さ れ た も の で は 、 吸 気 口 の 形 状 や 活 性 炭 付 フ ィ ル タ １ ２ の 搭 載 位 置 等 が 車 種 毎 に 異 な る こ
と に 起 因 し て 、 一 般 に 、 車 種 毎 に 吸 着 量 分 布 が 異 な る も の と な る 。 本 実 施 形 態 の シ ス テ ム
に よ れ ば 、 フ ィ ル タ １ ２ の 吸 着 量 分 布 を 把 握 す る こ と が で き る た め 、 例 え ば 、 吸 着 量 の 多
い 部 位 に よ り 多 く の 活 性 炭 を 追 加 す る 等 の 対 策 を 行 う こ と で 、 活 性 炭 付 フ ィ ル タ １ ２ の 吸
着 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 活 性 炭 付 フ ィ ル タ １ ２ に 供 給 す る キ ャ リ
ア ガ ス と し て ゼ ロ ガ ス （ 精 製 空 気 ） を 用 い る こ と と し て い る が 、 本 発 明 で 使 用 さ れ る キ ャ
リ ア ガ ス は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 計 測 対 象 ガ ス の 含 有 濃 度 が 所 定 の 計 測 下 限 値
以 下 （ 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 １ で あ れ ば 、 上 述 し た 濃 度 C以 下 ） と さ れ た ガ ス で あ れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ を 備 え 、 活 性 炭 付 フ ィ
ル タ １ ２ に 吸 着 さ れ た 蒸 発 燃 料 （ THC） の 吸 着 量 分 布 を 計 測 す る 構 成 を 示 し て い る が 、 本
発 明 の 計 測 対 象 と な る ガ ス は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 CO、 NO等 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 精 製 空 気 ボ ン ベ 、 電 磁 弁 ２ ４ 、 お よ び マ ス フ ロ
ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ が 、 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 キ ャ リ ア ガ ス 供 給 手 段 」 に 、 第 １ の 磁
石 ３ ６ お よ び 第 ２ の 磁 石 ４ ２ が 、 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 ホ ル ダ ー 保 持 手 段 」 に 、 ア ク
チ ュ エ ー タ ４ ８ が 、 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 計 測 部 位 変 更 手 段 」 に 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ
５ ２ 、 全 炭 化 水 素 分 析 計 ５ ６ 、 お よ び デ ー タ 処 理 回 路 ６ ２ が 、 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「
ガ ス 質 量 取 得 手 段 」 に 、 デ ー タ 表 示 パ ネ ル ６ ４ が 、 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 質 量 分 布 表
示 手 段 」 に 、 そ れ ぞ れ 相 当 し て い る 。
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ が 、 前 記 第 ３ の
発 明 に お け る 「 キ ャ リ ア ガ ス 流 量 計 測 手 段 」 お よ び 「 流 量 制 御 手 段 」 に 、 全 炭 化 水 素 分 析
計 ５ ６ が 、 前 記 第 ３ の 発 明 に お け る 「 ガ ス 濃 度 検 出 手 段 」 に 、 分 析 計 ５ ６ が 備 え る 吸 引 ポ
ン プ が 、 前 記 第 ３ の 発 明 に お け る 「 混 合 ガ ス 供 給 手 段 」 に 、 マ ス フ ロ ー メ ー タ ５ ２ が 、 前
記 第 ３ の 発 明 の お け る 「 混 合 ガ ス 流 量 計 測 手 段 」 に 、 そ れ ぞ れ 相 当 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の ガ ス 吸 着 材 の 評 価 装 置 の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 第 １ の 磁 石 お よ び 第 ２ の 磁 石 の 磁 極 配 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お い て 実 行 さ れ る ル ー チ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ ０ 　 評 価 装 置
１ ２ 　 活 性 炭 付 フ ィ ル タ
２ ４ 　 電 磁 弁
２ ６ 　 マ ス フ ロ ー コ ン ト ロ ー ラ
２ ８ 　 第 １ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー
３ ４ 　 第 １ の 開 口 部
３ ６ 　 第 １ の 磁 石
３ ８ 　 第 ２ の 吸 着 材 ホ ル ダ ー
４ ０ 　 第 ２ の 開 口 部
４ ２ 　 第 ２ の 磁 石
４ ８ 　 ア ク チ ュ エ ー タ
５ ２ 　 マ ス フ ロ ー メ ー タ
５ ６ 　 全 炭 化 水 素 分 析 計
６ ０ 　 制 御 回 路
６ ２ 　 デ ー タ 処 理 回 路
６ ４ 　 デ ー タ 表 示 パ ネ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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